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11末 < D 弟を他家へ養子！！やらうと I た-1¢があった V そめ弟が瀵何£か S 睾丸の垂れ下る病気になっ 
卜-、す — f 親父： J ? 整し向 S 長火 S - Hli 屈みながら、「 V 言あねぶ、それがほん5持 f 寒 
九だわな」 ' 二3¢4ず ii 、 I な S で s ? f 。 私は傍 S いてゐて S しくもあ5哀れても 
b ったが、今考へ1、»«,父が貧乏したのは' 何よりも m 魄がな V 云ふこぞ、 S である二とが1たった 
1ふ。桃父はづうくしい二 CS 面もないこどを甚しく嫌った"そしてそんな人間を「彼奴は田 S だ■■と 
云つ ir 。 だから 1 C たび失敗す ると すっかりアキラメを附けてしまって、悪足搔きをしたって仕方がないと云3 
かうな変！ isc 済ました気 u な〇、奪窗爱？弩返— es 料かな4そんなら S って地， 

に n ツく商光にいそしむ S ふ？もない。日曜になるど'*火鉢の前で一杯引っかけて、そ S ごろッ4 
に？て嫌てばか之た。「ちよい'お父っあん、風邪を511すよ' そんな所に嫌てしまってさあン、任* 

叱 f 云ひながみそうツ£播卷をかけてやる。少年時代£は、さう云ふ光景を幾度も見た。 T 成長してから 
を f . JV 管た“蟲があったら' 少し sf 欠いて t 方面へ親出しをした—?か。親父 
?うな嫌*?い人間でも、—の一?買はれて、随分力になってくれてゐた入もある、さうでなくても' 

私に養—し V くれた n 、 產教 s ? i しでれた人人が f 、 兰ろが枝5方面へさっぱ 
.に.、てくれない、「近ごろお父さんは匕うしてね、暫 <お目に懸らないが J などど皮肉を云はれた二 
K も令た V 铁 S いっも 「 f ね44*」を繰っ返して、 It さんの所へも is 」 をしなくッちゃあ 
なら？ん'たが J と歌には喷ふけれ e も' それでゐて、いざ e な？つい f * 劫になってしまふ，何もオペッカを 
我ひに行けの、お世辞を使って取り入れの e 云ふのではない' 当然の礼嫌系す問でのこごなんだが' 親父に云 
はせ— f うもあん ic / G 介にな c 過ぎて、キマリが悪くって行けやしね3各、「いろいろ親切に云って下 
さるんて、有 C がてぇ WU 思ふけれ C * も"自分の意 m 地めね A ことがつ《ィャにな-〇ちまって」とか S ふの 
であ*”だか衾に鳙てゐない択ではないんだが' それだけに行きにく'なって足が速のき、ますく M が高く 
なり、我から籙を狭<して k ふぃ何：〇蟲ひやう？い腑甲斐なさだが、会ってみると毒にも薬にもならな 
い人 s で、決して I ?む mS なれない"規に親父なんぞは若い時から If 吉原を知らないこ云ふ堅人で、何の 
寒しみが f ? もなく、只もう S なっ' 柬京人 s < が斯冬 fw は云へないけれ e も、その大 
部分 V 年を取1う？ S 人にな今されば京都や大 SS - HS 人間が今も尚先祖の1を守〇、大資 
S 典 S 勢に芒て累 sf 保ってザ21が、 —?& s 、 S くそんな S 数へる2? 
I か残って 1 4彼§大謖6身代を f して' それでも生れた町 S 所 S 店なんかに巣食ってゐたもの 
だが、その W 勢 li 自身が•音かけためで、繁</<ラ<に郊外の方へ追ひ立てられ' 行くへも知れずになっ 
tulj ■川 I 後 S — マくし——多い I から、まだ f か昔 
の住民が—って f うな紙が IV i ひ5 SB 本樣ッ児 sis fssir 京1座丸 
の内袋力終曲に入れられて森嫌たる大ビルティングのプロックに塡められ、最早彼等の住むやうな小さな路次 
の存在を f M 谷爲I郎著「攝嫌随筆」よ〇 
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